
参
考
書
誌
研
究
・
第
二
七
号
（
一
九
八
四
・
三
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・

「
東
京
大
学
」
、
旧
記
本
の
背
景

西
　
村
冒
正
　
守

、

　
現
在
国
立
国
会
図
書
館
の
書
庫
に
は
、
「
第
一
大
学
区
開
成
学
校
図
書
」

「
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
図
書
」
「
東
京
大
学
図
書
之
印
」
が
押
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
東
京
大
学
」
印
記
本
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
な
ぜ
か
…
…
F

そ
の
由
来
を
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

書
1
」
（
参
考
書
誌
研
究
第
一
二
号
）
の
中
で
「
傍
の
一
字
を
争
っ
た
法
律

書
庫
」
と
し
て
論
及
し
た
が
、
ご
の
法
律
書
庫
は
斎
館
以
前
か
ら
既
に
問

題
を
は
ら
ん
だ
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
設
立
の
理
念
に
つ
き
．
（
畠
山

義
成
館
長
病
に
つ
き
、
事
実
上
東
京
書
籍
館
の
運
営
の
責
に
任
じ
て
い
た

館
長
補
永
井
久
一
郎
は
、

　　　一　一一

0
は
じ
め
に
（
東
京
書
籍
館
↓
東
京
開
成
学
校
）

　
国
立
国
会
図
書
館
と
東
京
大
学
の
交
錯
は
、
明
治
九
年
に
遡
る
。
当
館
■

の
前
身
東
京
書
籍
館
は
、
明
治
八
年
五
月
湯
島
聖
堂
大
成
殿
を
仮
館
と
し

て
開
館
し
た
が
、
翌
九
年
五
月
東
京
開
成
学
校
長
補
浜
尾
新
の
懇
請
を
契

機
と
し
て
、
東
京
書
籍
館
側
よ
り
一
、
四
三
〇
冊
、
’
東
京
開
成
学
校
側
よ

猷
四
二
二
冊
の
法
律
書
を
持
ち
寄
り
、
同
年
九
月
二
二
日
東
京
開
成
学
校

敷
地
内
旧
教
授
館
第
四
号
に
法
律
書
庫
を
支
位
し
た
。

　
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
既
に
．
「
刻
む
百
年
の
歩
み
i
上
野
図
書
平
文

本
館
設
立
ノ
主
旨
ハ
所
有
ノ
書
籍
ヲ
内
外
人
ノ
回
覧
二
三
ス
ベ
キ
ヲ

以
テ
此
規
則
二
照
準
ス
ル
ト
キ
ハ
何
ん
ニ
チ
モ
登
館
シ
適
意
ノ
書
籍

ヲ
展
覧
ス
ル
ヲ
得
票
シ
ム

　
但
シ
法
律
書
庫
ハ
傍
ラ
東
京
開
成
学
校
法
学
生
徒
二
特
殊
ノ
便
益

・
ヲ
得
セ
シ
ム
ベ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
該
敷
地
内
二
支
設
ス

と
し
た
の
に
対
し
、
東
京
開
成
学
校
長
補
註
塞
出
は
、
「
法
律
書
庫
国
主
ト

ジ
テ
本
校
教
買
生
徒
ノ
瓢
虫
二
供
シ
…
…
傍
一
ア
人
民
ノ
展
覧
二
供
ス



…
…
」
と
「
傍
」
は
人
民
の
側
に
つ
く
べ
、
き
も
の
と
異
議
を
と
な
え
、
両

者
の
間
に
丸
五
ヵ
月
に
わ
た
る
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
　
　
　
　
－

　
し
か
し
な
が
ら
因
縁
の
法
律
書
庫
も
、
明
治
一
〇
年
に
入
る
や
、
西
南
、

の
風
雲
漸
ぐ
急
を
告
げ
、
政
府
の
戦
費
用
達
の
要
か
ら
め
諸
経
費
の
節
減
、

行
政
機
構
の
縮
小
の
一
端
と
し
て
の
本
家
東
京
書
籍
館
廃
館
に
伴
い
、
同

年
三
月
閉
鎖
と
な
り
、
’
半
年
余
の
短
か
い
命
を
終
え
た
。
東
京
書
籍
館
廃

止
に
際
し

教
育
事
務
上
所
要
ノ
書
及
ヒ
中
小
学
校
教
科
書
ヲ
教
育
博
物
館
へ
法

律
書
庫
中
ノ
書
籍
若
干
ヲ
東
京
開
成
学
校
へ
其
他
ノ
書
籍
ハ
悉
皆
東

京
府
へ
交
付

と
決
し
、
東
京
開
成
学
校
へ
は
、
三
月
＝
二

三
二
五
冊
直
証
・
七
六
冊
が
交
付
さ
れ
た
。
」

　
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
第
五
年
報
は
、

日
和
漢
書
六
五
一
冊
、
洋
書

こ
の
事
実
を

三
月
二
十
九
周
東
京
書
籍
館
ノ
廃
閉
二
食
リ
本
校
法
律
書
庫
モ
並
二
・

閉
チ
テ
衆
庶
ノ
来
覧
ヲ
停
ム
然
レ
ト
モ
該
館
ノ
律
書
九
百
七
十
六
巻

ヲ
以
テ
本
校
二
交
付
セ
ラ
レ
且
ツ
回
書
閲
覧
三
三
旧
二
三
リ
三
三
セ

サ
ル
ヲ
以
テ
本
校
生
徒
ノ
閲
覧
ヲ
妨
ク
ル
事
ナ
シ

と
報
じ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
東
京
書
籍
館
は
東
京
府
に
引
き
と
ら
れ
東
京
府
書
籍
館
と
な

り
、
三
年
後
の
明
治
＝
二
年
七
月
、
再
び
文
部
省
の
所
轄
に
復
し
、
東
京

図
書
館
と
改
称
す
る
歴
史
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

○
そ
し
て
（
帝
国
大
学
↓
東
京
図
書
館
）

　
時
移
っ
て
明
治
二
〇
年
一
一
月
、
思
い
も
か
け
ず
東
京
図
書
館
は
、
帝

国
大
学
入
明
治
一
〇
年
四
月
東
京
開
成
学
校
は
東
京
医
学
校
と
合
併
、
東

京
大
学
と
改
称
、
さ
ら
に
明
治
一
九
年
三
月
東
京
大
学
は
帝
国
大
学
と
改

称
）
か
ら
、
か
つ
て
法
律
書
庫
か
ら
東
京
開
成
学
校
へ
の
交
付
法
律
書
の

ほ
と
ん
ど
を
再
び
受
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
律
書
庫
閉
鎖
以
来
丁
度

、
一
〇
物
品
の
出
来
事
で
あ
る
。

　
東
京
図
書
館
明
治
二
〇
年
報
は
こ
れ
を
、
増
加
図
書
明
細
表
中
に
「
返

還
　
和
漢
書
六
四
一
冊
、
洋
書
一
四
一
冊
計
七
八
二
冊
」
と
報
じ
、
「
表
中

返
還
ト
ア
ル
ハ
嘗
テ
東
京
大
学
二
三
三
シ
置
旧
ル
図
書
今
年
帝
国
大
学
ヨ

リ
ノ
返
還
二
係
ル
」
ど
注
記
し
た
。

　
帝
国
大
学
が
一
6
年
前
法
律
書
庫
閉
鎖
に
際
し
、
「
該
館
ノ
律
書
…
…
本

校
二
交
付
セ
ラ
レ
」
と
記
し
、
自
己
の
蔵
書
印
を
押
し
た
も
の
が
、
な
ぜ
．

，
「
三
三
」
と
な
り
、
こ
の
時
に
及
ん
で
返
還
と
な
っ
た
も
の
か
、
東
京
図

書
館
側
に
は
事
情
を
伺
わ
せ
る
文
書
は
一
切
見
当
ら
な
い
が
、
・
帝
国
大
学

側
の
次
の
文
書
が
一
つ
の
手
掛
り
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

貴
学
ヨ
リ
東
京
図
書
館
へ
御
引
渡
相
成
候
法
律
書
領
収
証
別
紙
之
通

旧
館
ヨ
リ
送
付
旧
来
三
二
付
三
三
転
送
三
三

　
明
治
三
年
十
一
月
廿
六
日

越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
部
省
文
書
課
長
青
木
保
㊥
」

　
　
帝
国
大
学
書
記
官
永
井
久
一
郎
殿

一二［
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か
つ
て
の
東
京
書
籍
館
長
補
永
井
久
一
郎
が
、
こ
こ
で
再
び
帝
国
大
学

書
記
官
と
し
て
登
場
し
て
ぐ
る
。
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
り
…
」
の
理

念
を
め
ぐ
っ
て
、
浜
尾
新
東
京
開
成
学
校
長
補
ど
争
っ
た
永
井
の
執
念
が
、

今
立
場
を
か
え
て
大
学
側
に
あ
っ
て
も
、
な
お
変
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見

る
の
は
思
い
す
ご
し
で
あ
ろ
う
か
。
．
さ
す
れ
ば
返
還
は
永
井
の
指
示
か
。

　
．
一
片
の
文
書
か
ら
の
速
断
は
如
何
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
帝
国
大
学
書

記
官
」
に
、
明
治
一
九
年
三
月
一
日
帝
国
大
学
令
公
布
に
伴
い
、
新
設
さ

れ
た
官
職
で
あ
り
、
三
月
六
日
そ
の
初
代
書
記
官
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
の

が
永
井
久
一
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
は
、
返
還
の
時
期
が
明
治
一
五
年

で
も
三
〇
年
で
も
な
く
、
h
明
治
二
〇
年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
あ
わ

せ
て
、
永
井
久
一
郎
仕
掛
人
説
を
裏
付
け
惹
も
う
一
つ
の
論
拠
之
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
ズ

　
こ
の
時
の
帝
国
大
学
総
長
は
渡
辺
洪
基
で
あ
り
、
か
つ
て
の
論
敵
浜
尾

新
は
、
文
部
省
専
門
学
務
局
長
（
兼
普
通
学
務
局
長
心
得
）
．
の
要
職
に
あ

ノ

つ
た
。
東
京
図
書
館
側
の
主
幹
は
手
島
精
一
で
あ
り
、
返
還
の
受
理
に
当
っ
た

の
は
西
村
竹
間
で
あ
っ
た
。

　
交
付
時
の
九
七
六
冊
と
返
還
時
の
七
八
二
冊
の
出
入
り
の
差
は
、

追
テ
本
文
法
律
書
置
内
貴
学
二
於
テ
且
下
御
使
用
中
井
二
捜
索
中
二

係
ル
分
国
御
使
用
一
過
二
三
見
当
ノ
上
三
三
二
三
引
渡
相
成
度
回
申

添
七
三

の
追
伸
に
見
ら
れ
る
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
・

　
法
律
書
庫
か
ら
東
京
開
成
学
校
へ
の
交
付
書
目
は
、
先
に
「
東
京
書
籍

館
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書
の
収
集
」
（
図
書
館
研
究
シ
リ
月
ズ
第
一
、
五
号
）
の

中
で
紹
介
済
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
比
し
返
還
書
目
に
脱
落
し
て
い
る
の

は
、
『
寛
保
律
令
百
箇
条
』
『
府
中
陰
野
』
で
あ
り
、
『
東
中
秘
策
』
『
訴
論

判
例
』
『
板
倉
政
要
』
は
そ
の
冊
数
を
減
じ
て
い
る
魚

　
但
し
、
こ
の
中
の
『
寛
保
律
令
百
箇
条
』
は
、
書
庫
に
現
存
す
る
。
「
東

京
大
学
」
の
印
記
と
と
も
に
、
「
明
治
廿
二
年
六
月
十
五
旧
帝
国
大
学
返
還
」

．
の
朱
印
が
押
ざ
れ
て
い
る
。
追
伸
中
の
「
御
使
用
済
或
ハ
御
見
当
ノ
上
ハ
’

三
二
御
引
渡
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
方
返
還
書
目
に
み
る
洋
書
は
六
〇
タ
イ
ト
ル
。
」
そ
の
中
に
は
、
明
治

，
八
年
鮫
島
尚
信
か
ら
購
求
の
冨
ぎ
黛
欝
Q
ミ
ミ
鳴
卜
犠
ミ
肉
恥
ミ
職
亮
＆

匹
N
帖
§
の
匙
謡
駄
b
§
蹄
ミ
軌
§
蟄
ミ
駄
寄
ミ
ミ
§
ミ
軌
§
や
、
東
京
開
成
学
校

教
授
米
人
ド
ク
ト
、
ル
・
デ
ー
・
ピ
ー
・
マ
カ
テ
ー
（
U
署
δ
　
じ
U
Φ
誓
二
昌
Φ

ζ
0
0
簿
＄
Φ
）
納
付
の
ト
ぎ
ら
職
§
昏
ぎ
匙
職
総
§
‘
ミ
鳴
ミ
ら
ミ
ミ
蕊
甲

暦
ミ
§
ミ
鳴
等
も
み
ら
れ
る
。
・
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
東
京
書
籍
館
ユ
東
京
開

一三「

N
、
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コ
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こ
ピ
　
ロ
し
ぎ
ゴ
な
き
を
き
ダ
ぎ
の
じ
　
ろ
ナ
　
ロ
ぎ
シ
　
コ

成
学
校
（
東
京
大
学
↓
帝
国
大
学
）
↓
東
京
図
書
館
と
の
出
入
ゲ
の
浪
に

ま
き
こ
ま
れ
る
運
命
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
マ
カ
テ
ー
教
授
（
明
治
五
年
九
月
一
明
治
一
◎
年
四
月
、
英
語
・
三
三
・

博
物
・
ラ
テ
ン
語
担
当
）
に
し
て
み
れ
ば
、
自
か
ら
が
教
授
を
と
る
東
京

開
成
学
校
（
大
学
図
書
館
）
を
さ
け
、
あ
え
て
東
京
書
籍
館
に
寄
贈
し
た

の
は
、
彼
が
自
国
流
に
東
京
書
籍
館
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
L
ラ
イ
ブ
ラ
げ
一
と

み
て
、
同
館
納
付
が
人
民
縦
覧
の
便
益
、

資
料
の
最
も
活
用
さ
れ
る
道
と
考
え
て
の

事
で
あ
っ
た
ろ
う
に
…
…
。

　
洋
書
は
現
在
八
五
画
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
、
一
部
八
六
～
八
八
画
に
散
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
洋
書
に
は
す
べ
て
「
明
治
廿
年

十
一
月
十
八
日
帝
国
大
学
返
還
」
の
朱
印

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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と
も
あ
れ
、
「
東
京
大
学
」
印
記
本
は
こ
う
し
た
経
緯
を
ぺ
て
、

国
会
図
書
館
書
庫
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
．

　
数
う
れ
ば
丁
度
百
年
の
歳
月
が
経
過
七
て
い
る
。

O
お
わ
り
に
（
国
立
国
会
図
書
館
－
東
京
大
学
Y

暫
‘
、

今
国
立

　
以
上
「
知
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
よ
、
知
ら
な
い
う
ち
が
花
な
の
よ
」

で
あ
る
が
、
、
筆
者
が
法
律
書
庫
本
の
逆
流
を
知
っ
た
の
ば
、
・
実
は
七
年
前

の
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
『
官
中
秘
策
』
を
手
に
し
て
、
．
そ
こ
に
「
閲
覧
室
用
八
周
O
閃

d
⑳
国
一
2
↓
口
試
幻
国
》
U
一
Z
O
幻
○
○
竃
）
」
と
い
う
、
，
当
館
蔵
書
印
と
し

て
は
み
ら
れ
ぬ
　
可
愛
ら
し
い
丸
印
を
見
出
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　
「
金
沢
学
校
」
印
、
「
明
治
九
年
文
部
省
交
付
」
印
、
「
東
京
書
籍
館
」
」

印
か
ら
み
て
、
こ
の
本
は
府
県
よ
り
交
付
の
旧
藩
校
本
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
本
に
は
そ
の
他
に
「
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部

図
書
」
印
、
「
東
京
大
学
図
喜
之
印
」
が
併
わ
せ
て
押
印
さ
れ
て
い
る
。
さ

て
は
「
閲
覧
室
用
」
の
印
は
東
京
大
学
字
書
館
の
も
の
か
と
気
付
い
た
が
、

そ
こ
で
ま
た
疑
問
が
生
じ
た
。

　
こ
の
『
忌
中
秘
策
』
は
明
治
一
〇
年
三
月
、
法
律
書
庫
閉
鎖
で
東
京
開

成
学
校
へ
交
付
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
あ
る
本
で
お
る
四
な
ぜ
流
出
し
た
本
が

今
書
庫
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
大
学
の
蔵
書
印
が
あ
る
以
上
、
い
つ

の
時
か
逆
流
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
い
つ
の
事
か
…
：
」
と
。

　
さ
っ
速
、
旧
本
図
書
館
学
会
を
通
じ
て
知
己
を
得
て
い
た
東
京
大
学
附

属
図
書
館
の
高
野
彰
氏
に
一
筆
進
呈
馬
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
と
↓
た
9
折
　
＝

返
し
の
高
野
氏
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
御
三
合
せ
の
『
言
質
秘
策
』
の
件
で
す
が
、
事
実
は
現
在
、
百
年
史
の
．

編
さ
ん
に
着
手
し
た
た
め
に
、
文
書
類
は
，
「
百
年
史
編
集
室
」
に
移
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
分
「
回
向
往
復
」
と
い
う
文
書
類
の
中
に
、
逆
流

の
様
子
が
わ
か
る
記
録
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
し

ば
ち
く
の
間
は
、
そ
れ
が
か
な
い
ま
せ
ん
。
ト

　
次
に
蔵
書
町
の
件
で
す
が
、
明
治
初
年
の
東
大
関
係
の
蔵
書
印
を
複
写

し
て
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
多
少
関
心
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
．
文
書
を
調
べ
る
時
に
注
意
し
て
い
た
の
で
す
が
、
文
書
の
中

に
開
連
記
事
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
御
承
知
の
よ
う
に
、
p
東
大
三
学
部
の
系
譜
は
、
大
学
南
校
、
南
校
、
開
．

成
学
校
、
東
京
開
成
学
校
、
そ
し
て
東
大
三
学
部
と
続
き
ま
す
。
こ
の
系



譜
の
中
で
「
閲
覧
室
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
の
は
東
京
開
成
学
校
の

明
治
九
年
の
「
一
覧
」
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
の
図
書
利
用
規
則
は
「
縦

覧
室
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
「
閲
覧
室
用
」
の
印
は
こ
の
頃
お
さ
れ
た
の

か
と
推
測
し
た
の
で
す
が
、
御
送
り
い
た
だ
い
た
コ
ピ
…
か
ら
判
断
す
る

と
、
東
大
三
学
部
時
代
の
も
の
と
も
思
え
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
故
、
使
用
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
期
間
は
、
－
明
治
八
年
一
一
月
か

ら
明
治
一
四
年
の
職
制
の
改
訂
ま
で
の
間
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
の
あ
る
時
期
、
又
は
そ
の
全
期
間
内
と
い
う
こ
と
に
な
り
ド
ま
す
。

　
　
「
東
大
三
学
部
印
」
と
「
東
京
大
学
生
書
之
印
」
に
つ
い
て
は
後
者
が

、
東
大
の
職
制
の
改
訂
に
伴
っ
て
お
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
即
ち
、
一
四

年
に
三
学
部
と
医
学
部
の
図
書
館
が
機
構
上
で
一
本
に
統
合
さ
れ
、
「
図
書
－

館
」
規
則
で
そ
れ
が
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
故
、
先
の
『
官
中
秘
策
』
の
逆
流
は
こ
め
期
か
ら
後
の
こ
と
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
同
氏
著
の
「
東
京
大
学
法
理
文
学
部
図
書
館
史
」
「
帝

国
大
学
図
書
館
史
」
（
図
書
館
三
三
二
七
巻
第
五
号
～
第
二
九
巻
第
四
号
抜

刷
）
の
恵
贈
を
受
け
た
。
こ
れ
で
時
期
は
・
一
応
明
治
一
四
年
以
降
，
と
限
定

さ
れ
た
。
そ
し
て
追
っ
て
、

る
も
の
で
す
。
東
京
図
書
館
に
な
ぜ
移
管
し
た
の
か
は
不
明
で
す
。

と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
の
が
、
本
稿
の
主
軸
と
な
っ
た
「
青
木
保
文
部
省

文
書
課
長
発
、
永
井
久
一
郎
帝
国
大
学
書
記
官
あ
て
」
の
例
の
文
書
で
あ

る
。
時
に
昭
和
五
マ
年
一
一
月
二
八
日
で
あ
っ
た
。

　
疑
問
は
．
一
気
に
解
決
し
た
。
あ
と
は
東
京
図
書
館
明
治
二
σ
年
報
に
至

れ
ば
、
そ
こ
に
埋
没
し
て
い
た
「
永
貸
」
「
返
還
」
の
文
字
が
白
日
の
下
に

浮
か
び
上
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
筆
者
が
「
旧
藩
蔵
書
の
収
集
」
（
昭
4
8
・
2
）
、
「
傍
の
一
字
を
争
っ
た
法

律
書
庫
」
（
昭
5
1
・
3
）
を
と
り
上
げ
た
と
き
に
は
思
い
も
っ
か
ぬ
事
実
で

あ
っ
た
。

　
筆
者
の
怠
慢
か
ら
、
貴
重
な
情
報
を
七
年
間
も
放
置
す
る
結
果
と
な
っ

た
。　
こ
こ
に
高
野
書
簡
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
遅
ま
き
な
が
ら
「
旧
藩

蔵
書
の
収
集
」
「
傍
の
一
字
を
争
っ
た
法
律
書
庫
」
の
両
三
補
正
の
機
会
を

得
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
高
野
彰
氏
に
感
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
に
し
む
ら
・
ま
さ
も
り
　
参
考
書
誌
部
）

［六一

　
さ
て
、
先
に
『
官
中
秘
策
』
の
件
で
お
問
合
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
事
で

す
が
、
書
庫
の
中
で
別
紙
の
文
書
を
み
つ
け
ま
し
た
の
で
お
役
に
立
て
ば

と
思
い
同
封
し
ま
し
た
。

　
こ
の
文
書
は
「
文
部
省
往
復
」
（
明
治
二
十
年
）
の
綴
り
に
含
ま
れ
て
い


